
建設基礎数学B 第 6回解答

1. 次の定積分・広義積分を計算せよ。k は正の定数。
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広義積分の場合でも (もし積分が収束するならば)部分積分法を使う
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ここで e−∞ = 0, lim
x→∞
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= 0, k > 0, n = 0, 1, 2, . . . を使った。教科

書 112ページを見よ。
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